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一
、
は
じ
め
に

戦
前
に
見
ら
れ
た｢

食
餌
療
法｣

と
い
う
表
記
は
、「
餌
」
と

い
う
漢
字
が
、「
当
用
漢
字
表
」（
一
九
四
六
）
お
よ
び
「
常
用
漢

字
表
」（
一
九
八
一
）
で
表
外
漢
字
と
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
戦

後
は
、
そ
の
表
記
を｢

食
事
療
法
」
へ
と
変
え
て
い
っ
た
。

そ
の
変
化
の
様
子
は
、
次
に
挙
げ
る
「《
Ａ
》
新
聞
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
に
よ
る
『
見
出
し
検
索
』
調
査
」
の
結
果
か
ら
見
る
こ
と
が
で

き
る
。
朝
日
新
聞
で
も
読
売
新
聞
で
も
、
戦
前
は
「
食
餌
療
法
」

が
多
く
、
戦
後
は
「
食
事
療
法
」
が
多
い
こ
と
が
一
目
瞭
然
で
あ

る
。《

Ａ
》
新
聞
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
よ
る
「
見
出
し
検
索
」
調
査（
１
）

◯
朝
日
新
聞
記
事
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
『
聞
蔵
Ⅱ
ビ
ジ
ュ
ア
ル
』

「
朝
日
新
聞
縮
刷
版

1879
〜

1999
」

戦
前
「 

食
餌
療
法
29
件
・
食
事
療
法
０
件
」

（「
件
」
は
記
事
・
広
告
の
数
。
昭
和
二
〇
年
ま
で
が
戦
前
）

戦
後
「
食
餌
療
法
０
件
・
食
事
療
法
30
件｣

◯
読
売
新
聞
記
事
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
「
ヨ
ミ
ダ
ス
歴
史
館
〔
明

治
・
大
正
・
昭
和

1874
〜

1989
〕」

戦
前
「
食
餌
療
法
48
件
・
食
事
療
法
２
件
」  

戦
後
「
食
餌
療
法
２
件
・
食
事
療
法
59
件｣ 

ま
た
、
こ
う
し
た
変
化
は
、
日
常
で
も
実
感
さ
れ
る
。
た
と
え

ば
、
本
学
附
属
図
書
館
に
あ
る
関
連
書
籍
名
の
表
記
が
「
食
餌
療

法
」（
昭
和
四
〇
年
代
前
半
以
前
）
か
ら｢

食
事
療
法
」（
昭
和

漢
字
の
意
味
基
底
か
ら
考
え
る

戦
前
の
「
餌
」
と
い
う
字
の
使
用

│
「
食
餌
療
法
」
の
場
合 

│
梅
林　

博
人
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【
注
】

（
１
） 

「
第
十
九
章　

光
源
氏
世
界
の
時
間
構
造
」（『
源
氏
物
語

正
篇
の
研
究
』
桜
楓
社
、

1975
）。

（
２
） 

「
日
本
の
年
代
記
型
小
説
―
「
日
本
書
紀
―
源
氏
物
語
―

平
家
物
語
―
太
平
記
」
に
現
れ
た
型
―
」（『
文
学
』

1970
・

12
）。
社
本
氏
説
は
以
下
こ
の
論
文
に
よ
る
。

（
３
） 

大
朝
氏
前
掲
書
第
七
章
に
、
源
氏
の
昔
の
意
識
が
葵
巻
以

後
に
頻
出
す
る
と
い
う
指
摘
が
あ
る
。

（
４
） 

拙
著
『
平
安
朝
物
語
の
形
成
』
第
二
篇
（
笠
間
書
院
、2008
）。

（
５
） 

末
尾
部
の
「「
な
く
て
ぞ
」
と
は
、
か
か
る
を
り
に
や
」

に
の
み
、
和
歌
的
表
現
の
存
在
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き

る
。
た
だ
し
典
拠
と
し
て
源
氏
釈
が
示
す
歌
は
出
典
未
詳

で
、
引
用
さ
れ
る
の
が
具
体
的
な
和
歌
な
の
か
通
念
的
表

現
な
の
か
は
判
断
が
つ
か
な
い
。
な
お
更
衣
と
帝
の
永
別

場
面
の
「
限
り
あ
れ
ば
」
云
々
に
指
摘
さ
れ
る
和
漢
の
史

実
か
ら
の
引
用
は
、
詩
歌
と
は
別
次
元
に
属
す
。

（
６
） 

拙
稿
「
古
代
の
夏
の
季
節
感
―
和
歌
集
夏
部
の
ホ
ト
ト
ギ

ス
詠
を
手
が
か
り
に
―
」（『
相
模
女
子
大
学
大
学
紀
要
』

（
70
号
Ａ
、

2007
・
３
）。

（
７
） 

「
桐
と
長
恨
歌
と
桐
壺
巻
―
漢
文
学
よ
り
見
た
源
氏
物
語

の
誕
生
」（『
源
氏
物
語
と
白
居
易
の
文
学
』《

2002
和
泉
書

院
》
所
収
《
初
出

1983
》。
な
お
清
水
好
子
「
桐
壺
・
淑
景

舎
・
壺
前
栽
―
物
語
の
生
成
と
巻
名
―
」《『
源
氏
物
語
の

始
発
―
桐
壺
巻
論
集
』
竹
林
舎

2006
》
は
、
新
間
説
を
桐
壺

巻
の
範
囲
で
は
認
め
つ
つ
も
、
花
宴
巻
・
若
菜
上
下
巻
で

の
用
例
を
視
野
に
入
れ
る
と
疑
問
だ
と
し
て
、
当
時
の
読

者
は
「
淑
景
舎
」
か
ら
同
じ
東
宮
妃
の
「
淑
景
舎
の
女
御
」

と
し
て
藤
原
原
子
（
長
保
四
年
頓
死
）
を
想
起
し
た
だ
ろ

う
と
す
る
が
、
採
ら
な
い
。

＊
引
用
本
文
：
落
窪
物
語
・
源
氏
物
語
は
新
編
日
本
古
典
文
学
全

集
本
に
、
う
つ
ほ
物
語
は
お
う
ふ
う
本
（
改
訂
版
）
に
拠
り
、

表
記
の
一
部
を
私
意
に
よ
り
改
め
た
。

（
本
学
教
授
）
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四
〇
年
代
後
半
以
降
）
へ
と
変
わ
っ
て
き
て
い
る
こ
と
や
、
調
剤

薬
局
に
置
い
て
あ
る
健
康
案
内
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
で
は
軒
並
み

「
食
事
療
法
」
と
書
か
れ
て
い
る
な
ど
の
例
が
挙
げ
ら
れ
る
。

そ
の
後
「
餌
」
の
字
は
、「
改
定
常
用
漢
字
表
」（
二
〇
一
〇
）

で
表
外
漢
字
か
ら
表
内
漢
字
へ
と
変
わ
る
。
そ
の
た
め
、「
食
餌

療
法
」
と
い
う
表
記
は
、
そ
こ
で
一
旦
復
活
の
チ
ャ
ン
ス
が
来
る

の
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
結
局
、
使
用
の
増
加
へ
と
転
ず
る
こ
と

は
な
く
、
今
日
ま
で
、〈｢
食
事
療
法
」
優
勢
、「
食
餌
療
法
」
劣

勢
〉
の
状
況
が
続
い
て
き
て
し
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
様
子
は
、
次

に
挙
げ
る
「《
Ｂ
》『
日
経
テ
レ
コ
ン
21
』
に
よ
る
新
聞
全
国
四
紙

の
『
記
事
検
索
』
調
査
」
の
結
果
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

《
Ｂ
》 

「
日
経
テ
レ
コ
ン
21
」
に
よ
る
新
聞
全
国
四
紙
の
「
記

事
検
索
」
調
査（
２
）

◯
「
食
餌
療
法
」
と
「
食
事
療
法
」

「
食
餌
療
法
５
件
・
食
事
療
法

1134
件
」

（ 

2008
年
１
月
１
日
〜

2018
年
１
月
１
日 
）

こ
の
よ
う
に
い
つ
ま
で
も
代
用
字
表
記
語
「
食
事
療
法
」
の
使

用
が
続
き
、
本
来
的
と
も
考
え
ら
れ
る
「
食
餌
療
法
」
の
使
用
が

控
え
ら
れ
る
状
況
は
、『
国
語
に
関
す
る
世
論
調
査
』（
文
化
庁
）

な
ど
か
ら
垣
間
見
え
る
、
正
し
さ
を
追
求
す
る
世
相
か
ら
す
れ
ば

自
然
な
こ
と
と
は
言
い
が
た
い
。

Ⅰ
、
な
ぜ
、
代
用
字
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
事
」
の

字
は
使
わ
れ
続
け
る
の
か
。

Ⅱ
、
な
ぜ
、
表
内
漢
字
と
な
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
旧
来

の
「
餌
」
の
字
は
選
ば
れ
な
い
の
か
。

こ
う
し
た
疑
問
の
う
ち
、
Ⅰ
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
（
二
〇
一
九
）

で
次
の
よ
う
に
ま
と
め
た
。「『
食
じ
療
法
』
の
場
合
、
そ
の
内
実

（
指
示
さ
れ
る
具
体
的
な
内
容
）
が
時
代
に
応
じ
て
変
化
し
、
む

し
ろ
、
代
用
字
表
記
語
「
食
事
療
法
」
の
表
記
の
方
が
そ
の
内
実

を
表
す
の
に
は
適
し
て
い
る
と
意
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
結

果
、
そ
の
受
容
（
使
用
）
が
続
い
て
い
る｣

（
三
五
ペ
ー
ジ
）。

す
な
わ
ち
、
現
在
と
同
程
度
で
は
な
い
、
日
本
の
か
つ
て
の
食

糧
事
情
の
時
代
に
、
医
療
の
た
め
に
食
べ
る
モ
ノ
の
指
導
を
し
て

い
た
「
食
餌
療
法
」
と
、
飽
食
の
時
代
に
、
治
療
の
ほ
か
美
容
な

ど
に
も
関
わ
っ
て
食
べ
る
コ
ト
を
指
導
し
て
い
る
「
食
事
療
法
」

と
で
は
も
は
や
内
実
が
異
な
っ
て
お
り
、
そ
の
実
情
を
伝
え
る
に

は
「
食
事
療
法
」
と
記
す
方
が
む
し
ろ
適
し
て
い
る
、
そ
れ
ゆ

え
、
そ
の
使
用
が
続
け
ら
れ
て
い
る
と
い
う
内
容
を
述
べ
た
。

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
も
う
一
つ
の
、「
餌
」
の
字
が
選
ば
れ

な
い
理
由
に
つ
い
て
考
え
、
併
せ
て
、
そ
の
理
由
を
述
べ
る
た
め
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に
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
（
そ
の
内
容
は
後
述
）
に
つ

い
て
考
え
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。 

二
、
問
題
点
の
整
理　

二
―
一
、「
食
餌
療
法
」
の
側
か
ら
の
言
及
が
必
要
な
理
由

既
述
の
よ
う
に
、〈｢
食
事
療
法
」
優
勢
、「
食
餌
療
法
」
劣
勢
〉

と
い
う
状
況
に
つ
い
て
は
拙
稿
（
二
〇
一
九
）
で
「
食
事
療
法
」

の
側
か
ら
説
明
を
し
た
の
で
、
そ
れ
で
事
足
り
る
と
す
る
こ
と
も

可
能
か
も
し
れ
な
い
が
、
や
は
り
、
も
う
一
方
の
「
食
餌
療
法
」

の
側
か
ら
の
言
及
も
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
な
ぜ
な
ら
、｢

食

餌
療
法
」
に
は
、
新
聞
社
等
の
用
語
集
や
国
語
辞
典
に
そ
の
使
用

を
容
認
す
る
記
述
が
あ
り
な
が
ら
、
そ
れ
で
も
な
お
、
使
用
が
控

え
ら
れ
る
と
い
う
実
態
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、

次
の
「《
Ｃ
》
新
聞
社
等
の
用
語
集
お
よ
び
国
語
辞
典
の
記
述
」

を
見
つ
つ
述
べ
て
み
た
い
。

《
Ｃ
》 

新
聞
社
等
の
用
語
集
お
よ
び
国
語
辞
典
の
記
述
（
傍
線

は
引
用
者
に
よ
る
）

◯
「
医
療
関
係
で
は 

『
食
餌
療
法
』
を
使
う
場
合
も
あ
る
」

（
時
事
通
信
社
、
毎
日
、
読
売
、
産
経
、
共
同
通
信
社

の
用
語
集
。
共
同
通
信
社
は
冒
頭
部
が
「
医
療
関
係

で
」
と
な
っ
て
い
る
）

◯
「
一
般
表
記
で
は
『
食
事
療
法
』
だ
が
、『
食
餌
療
法
』
の

表
記
を
使
う
場
合
も
あ
る
」（
日
経
の
用
語
集
）

◯
『
明
鏡
国
語
辞
典
』（
第
二
版
第
一
刷
二
〇
一
〇
年　

大

修
館
書
店
）

【
食
事
】〔
名
〕
①
引
用
者
略
②
食
べ
物
。
特
に
、
病
気

の
治
療
に
役
立
て
る
も
の
と
し
て
の
食
べ
物
。「
―
療

法
」
〔
表
記
〕「
食
餌
」
の
代
用
表
記
。

◯
『
岩
波
国
語
辞
典
』（
第
八
版
第
一
刷
二
〇
一
九
年　

岩

波
書
店
）

【
食
事
】〔
名・
ス
自
〕①
引
用
者
略
②
↓
し
ょ
く
じ（
食
餌
）

【
食
餌
】〔
医
学
〕（
病
気
を
治
す
材
料
と
し
て
見
た
）
た

べ
も
の
。「
―
療
法
」（「
食
事
療
法
」
と
も
書
く
）

《
Ｃ
》
の
記
述
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、「
食
じ
療
法
」
に
お
け

る
「
餌
」
の
字
の
使
用
は
新
聞
業
界
で
は
容
認
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
国
語
辞
典
の
記
述
で
は
、
文
脈
に
応
じ
た
「
食
餌
」
の
使
用

を
む
し
ろ
推
奨
し
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
。

高
齢
化
が
進
む
今
日
、
新
聞
や
雑
誌
で
は
医
療
的
な
内
容
が
扱

わ
れ
る
こ
と
は
珍
し
く
な
い
し
、
既
述
の
よ
う
に
、
今
で
は
美
容

関
係
の
記
事
で
も
「
食
じ
療
法
」
は
使
わ
れ
る
。
そ
の
際
、「
改
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四
〇
年
代
後
半
以
降
）
へ
と
変
わ
っ
て
き
て
い
る
こ
と
や
、
調
剤

薬
局
に
置
い
て
あ
る
健
康
案
内
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
で
は
軒
並
み

「
食
事
療
法
」
と
書
か
れ
て
い
る
な
ど
の
例
が
挙
げ
ら
れ
る
。

そ
の
後
「
餌
」
の
字
は
、「
改
定
常
用
漢
字
表
」（
二
〇
一
〇
）

で
表
外
漢
字
か
ら
表
内
漢
字
へ
と
変
わ
る
。
そ
の
た
め
、「
食
餌

療
法
」
と
い
う
表
記
は
、
そ
こ
で
一
旦
復
活
の
チ
ャ
ン
ス
が
来
る

の
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
結
局
、
使
用
の
増
加
へ
と
転
ず
る
こ
と

は
な
く
、
今
日
ま
で
、〈｢

食
事
療
法
」
優
勢
、「
食
餌
療
法
」
劣

勢
〉
の
状
況
が
続
い
て
き
て
し
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
様
子
は
、
次

に
挙
げ
る
「《
Ｂ
》『
日
経
テ
レ
コ
ン
21
』
に
よ
る
新
聞
全
国
四
紙

の
『
記
事
検
索
』
調
査
」
の
結
果
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

《
Ｂ
》 

「
日
経
テ
レ
コ
ン
21
」
に
よ
る
新
聞
全
国
四
紙
の
「
記

事
検
索
」
調
査（
２
）

◯
「
食
餌
療
法
」
と
「
食
事
療
法
」

「
食
餌
療
法
５
件
・
食
事
療
法

1134
件
」

（ 

2008
年
１
月
１
日
〜

2018
年
１
月
１
日 

）

こ
の
よ
う
に
い
つ
ま
で
も
代
用
字
表
記
語
「
食
事
療
法
」
の
使

用
が
続
き
、
本
来
的
と
も
考
え
ら
れ
る
「
食
餌
療
法
」
の
使
用
が

控
え
ら
れ
る
状
況
は
、『
国
語
に
関
す
る
世
論
調
査
』（
文
化
庁
）

な
ど
か
ら
垣
間
見
え
る
、
正
し
さ
を
追
求
す
る
世
相
か
ら
す
れ
ば

自
然
な
こ
と
と
は
言
い
が
た
い
。

Ⅰ
、
な
ぜ
、
代
用
字
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
事
」
の

字
は
使
わ
れ
続
け
る
の
か
。

Ⅱ
、
な
ぜ
、
表
内
漢
字
と
な
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
旧
来

の
「
餌
」
の
字
は
選
ば
れ
な
い
の
か
。

こ
う
し
た
疑
問
の
う
ち
、
Ⅰ
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
（
二
〇
一
九
）

で
次
の
よ
う
に
ま
と
め
た
。「『
食
じ
療
法
』
の
場
合
、
そ
の
内
実

（
指
示
さ
れ
る
具
体
的
な
内
容
）
が
時
代
に
応
じ
て
変
化
し
、
む

し
ろ
、
代
用
字
表
記
語
「
食
事
療
法
」
の
表
記
の
方
が
そ
の
内
実

を
表
す
の
に
は
適
し
て
い
る
と
意
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
結

果
、
そ
の
受
容
（
使
用
）
が
続
い
て
い
る｣

（
三
五
ペ
ー
ジ
）。

す
な
わ
ち
、
現
在
と
同
程
度
で
は
な
い
、
日
本
の
か
つ
て
の
食

糧
事
情
の
時
代
に
、
医
療
の
た
め
に
食
べ
る
モ
ノ
の
指
導
を
し
て

い
た
「
食
餌
療
法
」
と
、
飽
食
の
時
代
に
、
治
療
の
ほ
か
美
容
な

ど
に
も
関
わ
っ
て
食
べ
る
コ
ト
を
指
導
し
て
い
る
「
食
事
療
法
」

と
で
は
も
は
や
内
実
が
異
な
っ
て
お
り
、
そ
の
実
情
を
伝
え
る
に

は
「
食
事
療
法
」
と
記
す
方
が
む
し
ろ
適
し
て
い
る
、
そ
れ
ゆ

え
、
そ
の
使
用
が
続
け
ら
れ
て
い
る
と
い
う
内
容
を
述
べ
た
。

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
も
う
一
つ
の
、「
餌
」
の
字
が
選
ば
れ

な
い
理
由
に
つ
い
て
考
え
、
併
せ
て
、
そ
の
理
由
を
述
べ
る
た
め
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定
常
用
漢
字
表
」
で
表
内
漢
字
と
な
っ
て
い
る
「
餌
」
の
字
を
選

ん
で
「
食
餌
療
法
」
と
記
し
て
も
、
そ
れ
は
無
謀
な
こ
と
で
は
な

い
。し

た
が
っ
て
、
新
聞
や
雑
誌
が
「
餌
」
の
字
の
積
極
的
な
使
用

に
さ
え
踏
み
切
れ
ば
、
次
の
（
１
）
の
よ
う
な
用
例
が
さ
ら
に
増

え
て
き
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。

（
１
）
劇
場
の
敷
地
内
に
は
、
美
味
し
い
ピ
ザ
を
出
す
店
も
あ

る
。
と
た
ま
に
こ
う
い
う
こ
と
を
書
く
と
、
美
食
し
て
い

る
よ
う
で
あ
る
が
、
普
段
は
食
餌
療
法
を
し
て
い
る
こ
と

も
あ
り
、
質
素
で
あ
る
。（
井
沢
満
ブ
ロ
グ2019‐04‐04

日

記
「
我
が
子
虐
待
の
母
に
『
毛
皮
の
マ
リ
ー
』」、
脚
本
家
）

https://blog.goo.ne.jp/m
annizaw

a/e/455bffb3ad5ce
2bbeb84bdcc50635517

。
二
〇
二
一
年
一
月
二
七
日
現
在
。

傍
線
引
用
者
）

し
か
し
、
実
際
に
は
、「
食
餌
療
法
」
の
使
用
は
あ
い
か
わ
ら

ず
低
調
で
あ
る
こ
と
、
先
掲
《
Ａ
》《
Ｂ
》
の
と
お
り
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
使
用
可
能
な
状
況
に
あ
り
な
が
ら
使
わ
れ
な
い

と
い
う
実
態
を
見
る
と
、「
食
じ
療
法
」
に
関
し
て
は
、「
事
」
の

字
が
選
ば
れ
る
か
ら
「
餌
」
の
字
は
選
ば
れ
な
い
と
い
っ
た
間
接

的
な
説
明
よ
り
も
、「
餌
」
の
字
そ
れ
自
体
に
使
用
が
憚
ら
れ
る

理
由
が
あ
る
と
い
う
直
接
的
な
説
明
を
考
え
た
方
が
よ
い
。

二
―
二
、
「
餌
」
と
い
う
字
が
使
わ
れ
な
い
理
由
と
そ
れ
に
ま
つ

わ
る
疑
問

そ
こ
で
、
そ
の
使
用
が
控
え
ら
れ
る
直
接
的
な
理
由
を
考
え
て

み
る
と
、
そ
れ
は
、
次
の
毎
日
新
聞
の
コ
ラ
ム
が
書
く
よ
う
に
、

「
不
快
感
を
与
え
る
」
と
い
っ
た
、
語
の
副
次
的
意
味
に
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。

毎
日
新
聞
は
99
年
５
月
か
ら
「
餌
」
を
「
え
」「
え
さ
」
と

訓
読
み
す
る
場
合
は
使
っ
て
い
ま
す
が
、
音
読
み
の
「
ジ
」

も
認
め
た
ら
ど
う
か
と
い
う
議
論
に
な
り
ま
し
た
。
／
―

「
ジ
」
と
読
め
る
な
ら
本
来
の
「
食
餌
療
法
」
と
書
く
べ
き

だ
。
／
―
い
や
、「
食
事
療
法
」
は
定
着
し
て
い
る
。
餌
で

は
動
物
の
エ
サ
の
よ
う
で
不
快
感
を
与
え
る
。「
食
事
療
法
」

そ
の
も
の
を
新
し
い
表
記
と
し
て
認
め
て
は
ど
う
か
。（
毎

日
新
聞
コ
ラ
ム
「
校
閲
イ
ン
サ
イ
ド
『
読
め
ば
読
む
ほ
ど

（
食
事
療
法
？
食
餌
療
法
？
）』」
二
〇
〇
一
年
一
〇
月
二
三

日
29
面（
３
）。

傍
線
は
引
用
者
）
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「
餌
」
の
意
味
は
、「
㊀
こ
な
も
ち
。
だ
ん
ご
。
㊁
こ
な
が
き
。

㊂
た
べ
る
。
㊃
た
べ
も
の
。
ゑ
じ
き
。
ゑ
さ
。
㊄
利
益
。
㊅
ゑ
を

與
へ
る
。
㊆
よ
ろ
こ
ば
す
。
㊇
食
は
れ
る
。
㊈
こ
の
む
。
㊉
う
る

は
し
い
。
◯十一す
ぢ
。」（
諸
橋
轍
次
著
『
大
漢
和
辞
典
』
大
修
館
書

店
参
照
）
と
あ
り
、
先
の
用
例
（
１
）
で
は
「
た
べ
も
の
」
の
意

味
で
使
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
場
合
、「
ゑ
じ
き
」「
ゑ
さ
」「
ゑ
を

與
へ
る
」
と
い
う
意
味
も
連
想
さ
れ
て
し
ま
う
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
、「
治
療
の
た
め
に
、
好
き
な
『
食
事
』
を
制
限
さ
れ

て
い
る
患
者
さ
ん
に
と
っ
て
、『
食
餌
』
は
あ
ま
り
に
も
味
気
な

い
」（
同
コ
ラ
ム
）
と
い
う
心
情
か
ら
す
れ
ば
自
然
な
発
想
で
あ

る
し
、
ま
た
、
本
学
を
二
〇
一
八
年
度
に
定
年
退
職
さ
れ
た
栄
養

学
の
一
教
授
（「
食
事
療
法
」
も
専
門
）
か
ら
も
こ
れ
と
同
趣
旨

の
話
を
聞
い
た
こ
と
か
ら
、「
餌
」
の
字
の
使
用
を
控
え
る
一
理

由
た
り
得
る
と
思
わ
れ
た
。
何
よ
り
、
理
由
と
し
て
単
純
明
快
で

あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
理
由
を
掲
げ
る
場
合
に
は
、〈
戦
前
の
「
食
餌

療
法
」
に
は
「
え
さ
」
の
意
味
の
影
響
は
な
か
っ
た
の
か
〉
と
い

う
疑
問
へ
の
解
答
が
必
須
で
あ
る
。「
一
、
は
じ
め
に
」
の
末
尾

で｢

解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
」
と
述
べ
た
も
の
が
こ
れ

で
、
こ
の
解
決
が
な
け
れ
ば
、「
エ
サ
の
よ
う
で
不
快
感
を
与
え

る
」
か
ら
と
い
う
理
由
は
説
得
力
の
な
い
単
な
る
印
象
論
に
な
っ

て
し
ま
う
。

二
―
三
、
戦
前
の
「
餌
」
と
い
う
字
に
お
け
る
「
え
さ
」
と
い
う

意
味
の
存
在

そ
こ
で
考
察
を
進
め
る
た
め
に
、
ま
ず
、〈
戦
前
の
「
餌
」
に

は
「
え
さ
」
の
意
義
が
乏
し
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
〉
と
い
う
安

易
な
仮
定
を
し
て
み
る
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
や
は
り
そ
れ
は

あ
り
得
な
い
と
い
う
こ
と
が
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
第
二
版
（
小

学
館
。
以
下
『
日
国
』
二
版
と
記
す
）
の
「
餌
（
え
）」「
餌
（
え

さ
）」
の
項
目
を
見
る
こ
と
で
す
ぐ
に
明
ら
か
と
な
る
。

『
日
国
』
二
版
の
「
餌
（
え
）」
の
項
目
に
は
、
用
例
の
出
典

が
「
書
記
（720

）」「
十
巻
本
和
名
抄
（934

頃
）」「
高
野
本
平

家（13c

前
）」（
以
下
略
）と
続
き
、
語
誌 

に
は「
⑴
上
代
か
ら「
動

物
の
食
料
」
を
意
味
す
る
も
の
と
し
て
広
く
用
い
ら
れ
た
が
、
中

世
以
降
、「
え
ば
」
が
使
わ
れ
る
事
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
⑵
江

戸
中
期
に
は
、
①
の
意
で
は
「
え
さ
」、
③
の
意
で
は
「
え
じ
き
」

が
現マ

マ
わ
れ
、
意
味
領
域
が
分
割
さ
れ
固
定
さ
れ
た
。
こ
の
結
果
、

多
く
の
場
合
、「
え
」
は
、こ
れ
ら
の
語
彙
の
文
章
語
と
な
っ
た
り
、

複
合
語
と
し
て
残
る
な
ど
し
た
。」
と
あ
る
（
傍
線
引
用
者
）。
ま

た
、「
餌
（
え
さ
）」
の
項
目
に
は
、「
え
（
餌
）
に
同
じ
。」
と
あ

り
、「
雑
俳
・
柳
多
留

－

一
九
（1784

）」
を
は
じ
め
と
す
る
出
典
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定
常
用
漢
字
表
」
で
表
内
漢
字
と
な
っ
て
い
る
「
餌
」
の
字
を
選

ん
で
「
食
餌
療
法
」
と
記
し
て
も
、
そ
れ
は
無
謀
な
こ
と
で
は
な

い
。し

た
が
っ
て
、
新
聞
や
雑
誌
が
「
餌
」
の
字
の
積
極
的
な
使
用

に
さ
え
踏
み
切
れ
ば
、
次
の
（
１
）
の
よ
う
な
用
例
が
さ
ら
に
増

え
て
き
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。

（
１
）
劇
場
の
敷
地
内
に
は
、
美
味
し
い
ピ
ザ
を
出
す
店
も
あ

る
。
と
た
ま
に
こ
う
い
う
こ
と
を
書
く
と
、
美
食
し
て
い

る
よ
う
で
あ
る
が
、
普
段
は
食
餌
療
法
を
し
て
い
る
こ
と

も
あ
り
、
質
素
で
あ
る
。（
井
沢
満
ブ
ロ
グ2019‐04‐04

日

記
「
我
が
子
虐
待
の
母
に
『
毛
皮
の
マ
リ
ー
』」、
脚
本
家
）

https://blog.goo.ne.jp/m
annizaw

a/e/455bffb3ad5ce
2bbeb84bdcc50635517

。
二
〇
二
一
年
一
月
二
七
日
現
在
。

傍
線
引
用
者
）

し
か
し
、
実
際
に
は
、「
食
餌
療
法
」
の
使
用
は
あ
い
か
わ
ら

ず
低
調
で
あ
る
こ
と
、
先
掲
《
Ａ
》《
Ｂ
》
の
と
お
り
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
使
用
可
能
な
状
況
に
あ
り
な
が
ら
使
わ
れ
な
い

と
い
う
実
態
を
見
る
と
、「
食
じ
療
法
」
に
関
し
て
は
、「
事
」
の

字
が
選
ば
れ
る
か
ら
「
餌
」
の
字
は
選
ば
れ
な
い
と
い
っ
た
間
接

的
な
説
明
よ
り
も
、「
餌
」
の
字
そ
れ
自
体
に
使
用
が
憚
ら
れ
る

理
由
が
あ
る
と
い
う
直
接
的
な
説
明
を
考
え
た
方
が
よ
い
。

二
―
二
、
「
餌
」
と
い
う
字
が
使
わ
れ
な
い
理
由
と
そ
れ
に
ま
つ

わ
る
疑
問

そ
こ
で
、
そ
の
使
用
が
控
え
ら
れ
る
直
接
的
な
理
由
を
考
え
て

み
る
と
、
そ
れ
は
、
次
の
毎
日
新
聞
の
コ
ラ
ム
が
書
く
よ
う
に
、

「
不
快
感
を
与
え
る
」
と
い
っ
た
、
語
の
副
次
的
意
味
に
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。

毎
日
新
聞
は
99
年
５
月
か
ら
「
餌
」
を
「
え
」「
え
さ
」
と

訓
読
み
す
る
場
合
は
使
っ
て
い
ま
す
が
、
音
読
み
の
「
ジ
」

も
認
め
た
ら
ど
う
か
と
い
う
議
論
に
な
り
ま
し
た
。
／
―

「
ジ
」
と
読
め
る
な
ら
本
来
の
「
食
餌
療
法
」
と
書
く
べ
き

だ
。
／
―
い
や
、「
食
事
療
法
」
は
定
着
し
て
い
る
。
餌
で

は
動
物
の
エ
サ
の
よ
う
で
不
快
感
を
与
え
る
。「
食
事
療
法
」

そ
の
も
の
を
新
し
い
表
記
と
し
て
認
め
て
は
ど
う
か
。（
毎

日
新
聞
コ
ラ
ム
「
校
閲
イ
ン
サ
イ
ド
『
読
め
ば
読
む
ほ
ど

（
食
事
療
法
？
食
餌
療
法
？
）』」
二
〇
〇
一
年
一
〇
月
二
三

日
29
面（
３
）。

傍
線
は
引
用
者
）
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が
複
数
示
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
記
述
だ
け
を
見
て
も
、戦
前
の「
餌
」の
字
に「
え
さ
」

の
意
義
が
乏
し
い
と
い
う
こ
と
な
ど
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

加
え
て
、
戦
前
の
日
常
生
活
に
お
け
る
鳥
獣
魚
虫
へ
の
餌
や
り

も
あ
る
。
鵜
飼
い
、
鷹
匠
、
家
畜
、
観
賞
用
魚
、
養
蚕
業
、
養
蜂

業
な
ど
、
そ
れ
ら
は
今
日
よ
り
も
か
つ
て
の
ほ
う
が
身
近
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
、
そ
こ
に
は
常
に
「
え
さ
」
が
つ
い
て
回
っ
た
は

ず
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、
戦
前
の
「
食
餌
」
の
用
例
に
は
、「
餌
」
の
字
が

「
え
さ
」
の
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
も
の
が
確
か
に
あ
る
。
国
立
国

語
研
究
所
の
「
中
納
言
」
に
よ
る
検
索
で
得
ら
れ
た
「
食
餌
」
の

用
例
45
例
か
ら
該
当
す
る
数
例
を
以
下
に
挙
げ
る
（
検
索
対
象

「
明
治
・
大
正
」。
内
訳
は
、『
女
学
雑
誌
』
１
例
、『
太
陽
』
37
例
、

『
女
学
世
界
』
４
例
、『
婦
人
倶
楽
部
』
３
例
。
引
用
に
際
し
、
ル

ビ
を
一
部
省
略
し
旧
漢
字
を
一
部
改
め
た
。
以
下
同
様
）。

（
２
）
第
二
森
林
は
塩
類
及
食
餌
を
魚
族
に
給
す
る
も
の
な

り
。（「
森
林
と
水
流
の
関
係
」
在
農
科
大
学　

市
島
豊
山

『
太
陽
』
第
七
巻
第
一
〇
号
、
明
治
三
四
年
）

（
３
）（
鶉
は
―
補
引
用
者
）
趾
を
以
て
土
を
搔
き
て
食
餌
を

求
む
、
其
食
餌
は
多
く
昆
虫
な
る
を
以
て
田
畑
山
林
の
益
鳥

と
し
て
（「
は
な
ご
よ
み
」（
話
題
「
鶉
」）『
女
学
世
界
』
第

九
巻
第
五
号　

明
治
四
二
年
）

（
４
）
第
二　

動
物
の
生
存
と
其
食
餌
と
に
お
け
る
矛
盾
。

（
法
学
博
士
文
学
博
士
男
爵
加
藤
弘
之
『
太
陽
』
第
一
五
巻

第
六
号
、
明
治
四
二
年
）

（
５
）
そ
の
入
江
に
は
黒
鯛
が
沢
山
居
た
。
そ
れ
は
漁
師
達
が

沖
か
ら
帰
っ
て
来
て
船
を
掃
除
す
る
に
、
魚
の
餌え

屑く
づ

を
棄
て

た
り
、
女
共
が
麦
な
ど
を
洗
ひ
に
来
て
流
し
た
り
す
る
の

で
、
自
然
に
彼
等
に
と
っ
て
食し

よ
く餌じ

が
多
い
か
ら
で
朝
夕
は
殊

に
多
く
群
っ
た
。（
引
用
者
中
略
）
ま
た
そ
れ
ら
は
針
で
釣

ら
れ
る
こ
と
も
殆
ど
な
か
っ
た
。
い
か
に
う
ま
さ
う
な
餌え
さ

が

あ
っ
て
も
、
そ
れ
ら
は
決
し
て
飛
び
つ
い
て
食
ふ
こ
と
は

な
い
。
そ
れ
ら
は
極
め
て
用
心
深
く
、
餌え
さ

そ
の
も
の
や
そ

の
周
囲
を
見
廻
す
（「
漁
村
賦
」
加
能
作
次
郎
『
太
陽
』
第

二
十
三
巻
第
四
号
、
大
正
六
年
）

（
６
）（
女
王
蟻
は
―
補
引
用
者
）
そ
こ
へ
若
干
の
卵
を
産
み

つ
け
る
と
、
や
が
て
孵
化
し
た
頼
り
な
い
微
細
な
幼
虫
に
食え

餌さ

を
与
え
る
（「
科
学
神
話　

蟻
の
戦
争
」
橋
爪
生
『
太
陽
』

第
三
十
一
巻
第
七
号
、
大
正
一
四
年
）

つ
ま
り
、
戦
前
に
お
い
て
、「
餌
」
の
字
は
、（
２
）
〜
（
６
）
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の
よ
う
な
文
脈
で
は
「
え
さ
」
の
意
味
で
用
い
ら
れ
、次
の
（
７
）

よ
う
な
文
脈
で
は
「
た
べ
も
の
」
の
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
た
。

そ
の
よ
う
な
文
脈
に
応
じ
た
意
味
の
選
り
分
け
が
可
能
で
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。

（
７
）
今
よ
り
約
七
十
年
前
モ
ー
レ
シ
ョ
ッ
ト
氏
は
、
食
餌
療

法
に
関
し
て
次
の
様
な
言
を
為
し
て
居
る
。「
思
慮
深
き
医

師
は
殊
に
疾
患
の
慢
性
で
あ
る
場
合
、
薬
剤
療
法
を

屢屡々
廃

止
し
得
可
き
も
、
適
切
な
る
食
餌
療
法
は
容
易
に
之
を
放
棄

す
る
こ
と
は
出
来
な
い
」
と
。
当
時
に
比
し
、
真
に
隔
世

の
進
歩
を
遂
げ
た
る
営マ
マ

養
学
は
、
今
日
に
於
て
も
尚
ほ
吾
医

療
界
の
根
底
を
成
す
も
の
で
、
モ
氏
の
斯
の
言
は
、
当
に
食

餌
療
法
の
真
髄
を
穿
ち
た
る
至
言
で
あ
る
と
謂
は
ね
ば
な
ら

ぬ
。（「
輓
近
に
於
け
る
食
餌
療
法
の
進
歩
」
高
田
蒔
『
太
陽
』

第
三
十
一
巻
第
一
号
、
大
正
一
四
年
）

一
方
こ
れ
に
対
し
て
、
戦
後
に
お
い
て
は
、「
餌
」
の
字
に
「
た

べ
も
の
」
の
意
味
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、「
え
さ
」
ば

か
り
を
連
想
し
て
し
ま
う
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、「
餌
」
の
字
が
有
す
る｢

た
べ
も
の
」
の
意
味

を
喚
起
す
る
・
喚
起
し
な
い
と
い
っ
た
事
態
に
つ
い
て
、
合
理
的

な
説
明
が
必
要
と
な
る
の
で
あ
る
。

三
、
漢
字
の
意
味
基
底

「
食
餌
療
法
」
に
「
え
さ
」
の
意
味
が
つ
き
ま
と
う
と
考
え

が
ち
な
今
日
の
私
た
ち
に
と
っ
て
は
、「
え
さ
」
の
連
想
を
せ
ず

に
「
餌
」
の
字
を
用
い
る
と
い
う
こ
と
は
奇
妙
に
思
わ
れ
る
か
も

し
れ
な
い
。
し
か
し
、
じ
つ
は
私
た
ち
は
日
ご
ろ
、
そ
の
よ
う
な

行
為
を
経
験
済
み
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、「
空
駐
車
場
」
の
看
板

を
見
て
、
子
供
の
よ
う
に
「
空
（
そ
ら
）
の
駐
車
場
？
」
と
い
う

疑
問
を
持
つ
こ
と
は
な
い
。
ま
た
、「
妙
な
る
楽
の
音
」（『
岩
波

国
語
辞
典
』
第
八
版
「
妙
（
た
え
）」
の
用
例
）
な
ど
の
雅
語
的

表
現
に
接
し
た
時
に
、「
み
ょ
う
な
音
」
と
は
考
え
な
い
。
こ
う

し
た
例
と
同
様
で
あ
る
。

漢
語
に
お
け
る
こ
の
よ
う
な
意
味
の
選
り
分
け
に
つ
い
て
は
、

林
四
郎
（
一
九
九
五
）
が
「
意
味
基
底
」
と
い
う
術
語
を
も
っ
て

論
及
し
て
い
る
。
以
下
に
引
用
を
し
て
、
そ
の
主
旨
を
見
て
み
た

い
。

訓
は
意
味
な
の
だ
か
ら
、
そ
の
字
を
音
で
読
ん
で
い
る
場

合
に
も
、
意
味
指
示
作
用
と
し
て
は
、
訓
が
使
用
者
の
心
の

─ 6 ─

が
複
数
示
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
記
述
だ
け
を
見
て
も
、戦
前
の「
餌
」の
字
に「
え
さ
」

の
意
義
が
乏
し
い
と
い
う
こ
と
な
ど
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

加
え
て
、
戦
前
の
日
常
生
活
に
お
け
る
鳥
獣
魚
虫
へ
の
餌
や
り

も
あ
る
。
鵜
飼
い
、
鷹
匠
、
家
畜
、
観
賞
用
魚
、
養
蚕
業
、
養
蜂

業
な
ど
、
そ
れ
ら
は
今
日
よ
り
も
か
つ
て
の
ほ
う
が
身
近
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
、
そ
こ
に
は
常
に
「
え
さ
」
が
つ
い
て
回
っ
た
は

ず
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、
戦
前
の
「
食
餌
」
の
用
例
に
は
、「
餌
」
の
字
が

「
え
さ
」
の
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
も
の
が
確
か
に
あ
る
。
国
立
国

語
研
究
所
の
「
中
納
言
」
に
よ
る
検
索
で
得
ら
れ
た
「
食
餌
」
の

用
例
45
例
か
ら
該
当
す
る
数
例
を
以
下
に
挙
げ
る
（
検
索
対
象

「
明
治
・
大
正
」。
内
訳
は
、『
女
学
雑
誌
』
１
例
、『
太
陽
』
37
例
、

『
女
学
世
界
』
４
例
、『
婦
人
倶
楽
部
』
３
例
。
引
用
に
際
し
、
ル

ビ
を
一
部
省
略
し
旧
漢
字
を
一
部
改
め
た
。
以
下
同
様
）。

（
２
）
第
二
森
林
は
塩
類
及
食
餌
を
魚
族
に
給
す
る
も
の
な

り
。（「
森
林
と
水
流
の
関
係
」
在
農
科
大
学　

市
島
豊
山

『
太
陽
』
第
七
巻
第
一
〇
号
、
明
治
三
四
年
）

（
３
）（
鶉
は
―
補
引
用
者
）
趾
を
以
て
土
を
搔
き
て
食
餌
を

求
む
、
其
食
餌
は
多
く
昆
虫
な
る
を
以
て
田
畑
山
林
の
益
鳥

と
し
て
（「
は
な
ご
よ
み
」（
話
題
「
鶉
」）『
女
学
世
界
』
第

九
巻
第
五
号　

明
治
四
二
年
）

（
４
）
第
二　

動
物
の
生
存
と
其
食
餌
と
に
お
け
る
矛
盾
。

（
法
学
博
士
文
学
博
士
男
爵
加
藤
弘
之
『
太
陽
』
第
一
五
巻

第
六
号
、
明
治
四
二
年
）

（
５
）
そ
の
入
江
に
は
黒
鯛
が
沢
山
居
た
。
そ
れ
は
漁
師
達
が

沖
か
ら
帰
っ
て
来
て
船
を
掃
除
す
る
に
、
魚
の
餌え

屑く
づ

を
棄
て

た
り
、
女
共
が
麦
な
ど
を
洗
ひ
に
来
て
流
し
た
り
す
る
の

で
、
自
然
に
彼
等
に
と
っ
て
食し

よ
く餌じ

が
多
い
か
ら
で
朝
夕
は
殊

に
多
く
群
っ
た
。（
引
用
者
中
略
）
ま
た
そ
れ
ら
は
針
で
釣

ら
れ
る
こ
と
も
殆
ど
な
か
っ
た
。
い
か
に
う
ま
さ
う
な
餌え
さ

が

あ
っ
て
も
、
そ
れ
ら
は
決
し
て
飛
び
つ
い
て
食
ふ
こ
と
は

な
い
。
そ
れ
ら
は
極
め
て
用
心
深
く
、
餌え
さ

そ
の
も
の
や
そ

の
周
囲
を
見
廻
す
（「
漁
村
賦
」
加
能
作
次
郎
『
太
陽
』
第

二
十
三
巻
第
四
号
、
大
正
六
年
）

（
６
）（
女
王
蟻
は
―
補
引
用
者
）
そ
こ
へ
若
干
の
卵
を
産
み

つ
け
る
と
、
や
が
て
孵
化
し
た
頼
り
な
い
微
細
な
幼
虫
に
食え

餌さ

を
与
え
る
（「
科
学
神
話　

蟻
の
戦
争
」
橋
爪
生
『
太
陽
』

第
三
十
一
巻
第
七
号
、
大
正
一
四
年
）

つ
ま
り
、
戦
前
に
お
い
て
、「
餌
」
の
字
は
、（
２
）
〜
（
６
）
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中
で
働
い
て
い
る
。
例
え
ば
、「
山
」
の
音
は
サ
ン
、
訓
は

「
や
ま
」
だ
か
ら
、
山
野
は
サ
ン
ヤ
で
、
意
味
を
「
や
ま
や
野

原
」
と
理
解
す
る
。
山
頂
は
サ
ン
チ
ョ
ウ
で
、
意
味
が
「
や

ま
の
頂
上
」、
登
山
は
ト
ザ
ン
で
、
意
味
が
「
や
ま
に
登
る
」

で
あ
る
。
こ
う
い
う
「
山
」
の
字
で
は
、
音
が
一
つ
、
訓

が
一
つ
で
、
訓
が
意
味
基
底
と
し
て
働
い
て
い
る
。（
中
略
）

／
「
落
」
の
訓
は
「
お
ち
る
」「
お
と
す
」
で
、
落
下
、
落

選
、
転
落
、
墜
落
な
ど
、
こ
の
字
を
含
む
漢
語
の
多
く
が
、

こ
れ
ら
の
訓
を
意
味
基
底
と
し
て
成
り
立
っ
て
い
る
。
し
か

し
、
集
落
、
村
落
、
部
落
、
群
落
な
ど
の
言
葉
で
は
「
お
ち

る
」
も
「
お
と
す
」
も
関
係
な
く
、
落
の
意
味
基
底
に
な
る

簡
単
な
言
葉
が
見
つ
け
に
く
い
。
し
ば
ら
く
考
え
て
、
人
や

動
植
物
の
集
ま
り
を
意
味
す
る
ら
し
い
と
理
解
す
る
。（
中

略
。「
平
」「
衣
」「
化
」
に
つ
い
て
の
解
説
を
割
愛
） 

／
日

本
漢
字
の
訓
に
は
、
現
代
漢
語
の
意
味
基
底
と
し
て
、
以
前

と
変マ

マ

ら
ず
よ
く
働
く
も
の
も
あ
り
、
働
き
が
制
限
さ
れ
て
い

る
も
の
も
あ
り
、
ま
た
ほ
と
ん
ど
働
か
な
く
な
っ
た
も
の
も

あ
る
と
い
う
こ
と
が
、
以
上
の
例
で
わ
か
る
。
そ
の
こ
と
か

ら
、
漢
字
の
訓
は
、
そ
の
働
き
、
価
値
づ
け
な
ど
が
、
時
代

と
と
も
に
絶
え
ず
変マ

マ

る
も
の
だ
と
い
う
こ
と
も
わ
か
る
の
で

あ
る
。
／
従
っ
て
、
訓
が
二
つ
以
上
あ
れ
ば
、
そ
の
う
ち

の
ど
れ
か
が
意
味
基
底
と
し
て
劣
勢
に
な
る
こ
と
が
あ
る
。

（
一
三
三
〜
一
三
四
ペ
ー
ジ
。「
や
ま
」
以
外
の
傍
線
、中
略
、

割
愛
は
引
用
者
に
よ
る
）

四
、
「
食
餌
療
法
」
に
お
け
る
「
餌
」
と
い
う
字
の
使
用

林
氏
の
「
意
味
基
底
」
に
従
っ
て
、
戦
前
・
戦
後
の
「
食
じ
療

法
」
に
お
け
る
「
餌
」
と
い
う
字
の
使
用
を
考
え
て
み
る
と
、
次

の
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。

戦
前
の
「
餌
」
の
字
に
は
「
た
べ
も
の
」、「
え
さ
」
の
二
つ
の

優
勢
な
意
味
基
底
が
あ
り
、
文
脈
に
応
じ
て
そ
れ
ぞ
れ
が
働
い
て

い
た
。「
療
法
」
と
の
結
合
に
よ
っ
て
、
瞬
時
に
医
療
的
で
専
門

的
な
語
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
「
食
餌
療
法
」
は
意
味
基
底
「
た

べ
も
の
」
が
発
動
す
る
例
で
、
そ
の
場
合
、
も
う
一
つ
の
意
味
基

底
で
あ
る
「
え
さ
」
は
発
動
せ
ず
、
い
わ
ば
眠
っ
て
い
る
状
態
と

な
る
。
そ
の
た
め
、「
食
餌
療
法
」
に
「
え
さ
」
の
意
味
が
つ
き

ま
と
う
こ
と
は
起
き
に
く
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
「
食
餌
療
法
」
と
い
う
用
例
の
ほ
か
、
次
の
よ
う

な「
食
餌
」の
用
例
の
場
合
も
、文
脈
的
に
意
味
基
底「
た
べ
も
の
」

が
働
き
、意
味
基
底
「
え
さ
」
は
働
か
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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（
８
）
女
子
教
育
の
必
要
如
何
を
論
ず
る
は
、
既
に
愚
な
り
。

医
薬
食し

よ
く餌じ

の
男
子
に
必
要
な
る
と
共
に
、
女
子
に
も
必
要
な

る
が
如
く
、
男
子
に
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
教
育
は
、
女
子
に
も

欠
く
べ
か
ら
ざ
る
も
の
な
り
。（「
女
子
教
育
家
に
告
ぐ
」
鷗

村
生
『
女
学
雑
誌
』
第
三
八
八
号
、
明
治
二
七
年
）

（
９
）（
小
野
蘭
山
先
生
は
―
補
引
用
者
）
平
日
交
友
な
く
、

六
畳
の
座
敷
に
独ひ
と
り座ざ

し
て
観
書
抄
録
を
努
め
た
り
、
食
餌
は

三
度
づ
ヽ
膳
椀
と
飯
櫃
と
を
具
し
て
座
敷
の
中
へ
入
れ
置

き
、
襖
を
立
切
り
置
な
り
、（「
東
洋
博
物
学
の
泰
斗
小
野
蘭

山
先
生
の
百
年
祀
念
展
覧
会
に
就
て
」『
太
陽
』
第
一
五
巻

第
一
号
、
明
治
四
二
年
）

（
10
）
さ
れ
ど
日
本
の
思
想
界
に
与
へ
た
る
帝
国
大
学
の
影
響

は
如
何
。
日
本
人
民
は
帝
国
大
学
よ
り
如
何
な
る
心
の
食
餌

を
提
供
せ
ら
れ
つ
ゝ
あ
る
や
。（「
日
本
の
思
想
界
に
於
け
る

帝
国
大
学
」
山
路
愛
山
『
太
陽
』
第
一
五
巻
第
六
号
、
明
治

四
二
年
）

（
11
）
従
て
ギ
ブ
ス
で
一
定
日
数
の
間
固
定
し
て
置
き
一
方
体

の
栄
養
を
良
く
す
る
様
に
食
餌
に
注
意
す
る
こ
と
が
必
要
で

す
。（「
育
児
相
談　

◯
脊
椎
カ
リ
エ
ス
」
医
学
博
士
島
信

『
婦
人
倶
楽
部
』
第
六
巻
第
一
二
号
、
大
正
一
四
年
）

一
方
、
戦
後
に
お
い
て
は
、「
当
用
漢
字
表
」
の
影
響
か
ら
「
食

餌
療
法
」
が
「
食
事
療
法
」
へ
と
用
字
を
変
え
た
た
め
に
、「
餌
」

の
字
が
意
味
基
底
「
た
べ
も
の
」
を
発
動
す
る
典
型
的
な
例
を
失

う
こ
と
に
な
る
。
そ
の
結
果
、
意
味
基
底
「
た
べ
も
の
」
の
発
動

す
る
機
会
が
そ
れ
以
前
よ
り
も
減
り
、
つ
い
に
は
そ
の
意
味
基
底

が
劣
勢
と
な
り
、「
餌
」
の
字
に
お
い
て
意
味
基
底
「
え
さ
」
だ

け
が
優
勢
に
な
る
。
そ
の
た
め
、「
餌
」
と
い
う
字
を
含
む
語
で

は
、
常
に
「
え
さ
」
の
意
味
が
発
動
し
て
し
ま
い
、
結
果
、
不
快

感
を
生
ず
る
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
考
え
ら
れ

る
の
で
あ
る
。

五
、
お
わ
り
に

以
上
、
今
日
の
「
食
じ
療
法
」
の
表
記
に
お
い
て
「
餌
」
と
い

う
字
が
選
ば
れ
な
い
理
由
と
、
そ
れ
に
ま
つ
わ
る
戦
前
の
「
食
餌

療
法
」
に
お
け
る
「
餌
」
の
字
の
意
味
に
つ
い
て
考
え
た
。

結
論
を
ま
と
め
れ
ば
、
戦
前
と
戦
後
で
は
「
餌
」
の
字
の
意
味

基
底
が
変
わ
っ
て
し
ま
い
（
戦
前
は
「
た
べ
も
の
」「
え
さ
」
の

二
つ
、
戦
後
は
「
え
さ
」
の
み
）、
そ
の
た
め
、
戦
後
の
「
食
餌

療
法
」
は
、「
え
さ
」
の
意
味
が
目
立
っ
て
不
快
感
を
生
じ
や
す

く
な
り
、
そ
の
使
用
が
控
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
、
と
な
る
。
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中
で
働
い
て
い
る
。
例
え
ば
、「
山
」
の
音
は
サ
ン
、
訓
は

「
や
ま
」
だ
か
ら
、
山
野
は
サ
ン
ヤ
で
、
意
味
を
「
や
ま
や
野

原
」
と
理
解
す
る
。
山
頂
は
サ
ン
チ
ョ
ウ
で
、
意
味
が
「
や

ま
の
頂
上
」、
登
山
は
ト
ザ
ン
で
、
意
味
が
「
や
ま
に
登
る
」

で
あ
る
。
こ
う
い
う
「
山
」
の
字
で
は
、
音
が
一
つ
、
訓

が
一
つ
で
、
訓
が
意
味
基
底
と
し
て
働
い
て
い
る
。（
中
略
）

／
「
落
」
の
訓
は
「
お
ち
る
」「
お
と
す
」
で
、
落
下
、
落

選
、
転
落
、
墜
落
な
ど
、
こ
の
字
を
含
む
漢
語
の
多
く
が
、

こ
れ
ら
の
訓
を
意
味
基
底
と
し
て
成
り
立
っ
て
い
る
。
し
か

し
、
集
落
、
村
落
、
部
落
、
群
落
な
ど
の
言
葉
で
は
「
お
ち

る
」
も
「
お
と
す
」
も
関
係
な
く
、
落
の
意
味
基
底
に
な
る

簡
単
な
言
葉
が
見
つ
け
に
く
い
。
し
ば
ら
く
考
え
て
、
人
や

動
植
物
の
集
ま
り
を
意
味
す
る
ら
し
い
と
理
解
す
る
。（
中

略
。「
平
」「
衣
」「
化
」
に
つ
い
て
の
解
説
を
割
愛
） 

／
日

本
漢
字
の
訓
に
は
、
現
代
漢
語
の
意
味
基
底
と
し
て
、
以
前

と
変マ

マ

ら
ず
よ
く
働
く
も
の
も
あ
り
、
働
き
が
制
限
さ
れ
て
い

る
も
の
も
あ
り
、
ま
た
ほ
と
ん
ど
働
か
な
く
な
っ
た
も
の
も

あ
る
と
い
う
こ
と
が
、
以
上
の
例
で
わ
か
る
。
そ
の
こ
と
か

ら
、
漢
字
の
訓
は
、
そ
の
働
き
、
価
値
づ
け
な
ど
が
、
時
代

と
と
も
に
絶
え
ず
変マ

マ

る
も
の
だ
と
い
う
こ
と
も
わ
か
る
の
で

あ
る
。
／
従
っ
て
、
訓
が
二
つ
以
上
あ
れ
ば
、
そ
の
う
ち

の
ど
れ
か
が
意
味
基
底
と
し
て
劣
勢
に
な
る
こ
と
が
あ
る
。

（
一
三
三
〜
一
三
四
ペ
ー
ジ
。「
や
ま
」
以
外
の
傍
線
、中
略
、

割
愛
は
引
用
者
に
よ
る
）

四
、
「
食
餌
療
法
」
に
お
け
る
「
餌
」
と
い
う
字
の
使
用

林
氏
の
「
意
味
基
底
」
に
従
っ
て
、
戦
前
・
戦
後
の
「
食
じ
療

法
」
に
お
け
る
「
餌
」
と
い
う
字
の
使
用
を
考
え
て
み
る
と
、
次

の
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。

戦
前
の
「
餌
」
の
字
に
は
「
た
べ
も
の
」、「
え
さ
」
の
二
つ
の

優
勢
な
意
味
基
底
が
あ
り
、
文
脈
に
応
じ
て
そ
れ
ぞ
れ
が
働
い
て

い
た
。「
療
法
」
と
の
結
合
に
よ
っ
て
、
瞬
時
に
医
療
的
で
専
門

的
な
語
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
「
食
餌
療
法
」
は
意
味
基
底
「
た

べ
も
の
」
が
発
動
す
る
例
で
、
そ
の
場
合
、
も
う
一
つ
の
意
味
基

底
で
あ
る
「
え
さ
」
は
発
動
せ
ず
、
い
わ
ば
眠
っ
て
い
る
状
態
と

な
る
。
そ
の
た
め
、「
食
餌
療
法
」
に
「
え
さ
」
の
意
味
が
つ
き

ま
と
う
こ
と
は
起
き
に
く
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
「
食
餌
療
法
」
と
い
う
用
例
の
ほ
か
、
次
の
よ
う

な「
食
餌
」の
用
例
の
場
合
も
、文
脈
的
に
意
味
基
底「
た
べ
も
の
」

が
働
き
、意
味
基
底
「
え
さ
」
は
働
か
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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し
た
が
っ
て
、
今
後
「
食
餌
療
法
」
が
再
び
常
用
さ
れ
る
よ
う

に
な
る
た
め
に
は
、「
餌
」
の
字
に
お
い
て
意
味
基
底
「
た
べ
も

の
」
が
働
く
よ
う
に
な
る
こ
と
が
不
可
欠
で
、
そ
れ
な
し
に
は
使

用
の
活
性
化
は
お
ぼ
つ
か
な
い
で
あ
ろ
う
。「
改
定
常
用
漢
字
表
」

で
表
外
漢
字
が
表
内
漢
字
に
戻
っ
て
も
、
変
容
し
て
し
ま
っ
た
漢

字
の
意
味
基
底
と
そ
の
発
動
の
仕
組
み
が
戻
ら
な
い
と
、
使
用
状

況
は
変
わ
ら
な
い
場
合
が
あ
る
。「
食
餌
療
法
」
は
そ
の
一
例
で

あ
っ
た
。

「
当
用
漢
字
表
」
や
「
常
用
漢
字
表
」
は
用
字
に
影
響
を
与
え

る
も
の
と
考
え
ら
れ
が
ち
で
あ
る
が
、
そ
れ
の
み
な
ら
ず
、
漢
字

の
意
味
基
底
に
も
影
響
を
及
ぼ
す
の
で
あ
る
。（
了
）

【
注
】

（
１
） 

《
Ａ
》
は
、
筆
者
が
各
新
聞
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
、「
食
餌
療

法
」「
食
事
療
法
」
を
検
索
語
と
し
て
「
見
出
し
検
索
」

を
し
、
そ
の
後
、
紙
面
を
確
認
し
て
得
ら
れ
た
使
用
状

況
で
あ
る
。「
見
出
し
検
索
」
と
は
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で

「
キ
ー
ワ
ー
ド
」
や
「
分
類
」
を
含
め
な
い
「
見
出
し
」

の
み
を
検
索
対
象
と
し
て
指
定
す
る
方
法
で
あ
る
。
見
出

し
の
つ
い
た
各
記
事
・
広
告
に
は
検
索
語
「
食
餌
療
法
」

「
食
事
療
法
」
が
複
数
回
現
れ
る
こ
と
か
ら
、
各
語
の
延　

べ
語
数
は
、
本
文
中
で
結
果
と
し
て
示
し
た
件
数
の
数
字

よ
り
も
多
い
こ
と
に
な
る
。
広
告
は
、
同
内
容
で
も
日
時

が
異
な
っ
て
い
れ
ば
各
々
数
え
あ
げ
た
。
た
と
え
ば
昨
日

今
日
で
同
じ
広
告
が
出
た
場
合
は
２
件
と
な
る
。
な
お
、

「
ヨ
ミ
ダ
ス
歴
史
館
」
で
は
、
次
の
よ
う
な
対
象
外
資
料

も
抽
出
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
検
索
初
期
数
値
は
異
な
っ
た

も
の
が
出
る
。
そ
の
値
を
掲
載
面
で
実
態
を
確
認
し
修
正

し
た
値
が
本
文
の
数
値
で
あ
る
。

〇
検
索
語
「
食
餌
療
法
」
で
抽
出
さ
れ
る
対
象
外
資
料
の

見
出
し
と
掲
載
面
の
実
態
（
矢
印
の
先
）

・
一
九
〇
五
・
三
・
七
朝
刊
「
隣
の
噂
（
中
略
）
食
餌
療

法
」
↓
そ
の
主
旨
な
が
ら
検
索
語
な
し
。

・
一
九
三
三
・
一
〇
・
四
朝
刊
「
無
塩
食
餌
療
法
」
↓｢

無

塩
食
治
療
法｣

（
誤
植
。
次
回
で
は
「
食
餌
」）

・
一
九
六
五
・
一
一
・
一
五
朝
刊
「
日
本
式
食
餌
療
法
」

↓
見
出
し｢

食
ジ｣

、
本
文｢

食
じ｣

と
交
ぜ
書
き
。

〇
検
索
語
「
食
事
療
法
」
で
抽
出
さ
れ
る
対
象
外
資
料
の

見
出
し
と
掲
載
面
の
実
態
（
矢
印
の
先
）

・
一
八
七
九
・
一
二
・
三
朝
刊
「
食
事
療
法
を
指
示
」
↓

そ
の
主
旨
な
が
ら
検
索
語
な
し
。
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・
一
九
一
一
・
一
一
・
三
〇
朝
刊
「
広
告
・
痔
疾
食
事
療

法
」
↓
検
索
語
な
し
。
本
文
に
「
食
養
療
法
」

・
一
九
二
七
・
三
・
一
七
朝
刊
「
色
々
の
食
事
療
法
」
↓

「
食
餌
療
法
」（「
食
餌
療
法
」
の
デ
ー
タ
と
し
て
編
入

し
た
）

（
２
） 

《
Ｂ
》
は
、
筆
者
が
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
「
日
経
テ
レ
コ
ン
21
」

で
朝
日
、
読
売
、
毎
日
、
産
経
の
四
紙
に
つ
い
て
、「
食

餌
療
法
」「
食
事
療
法
」
を
検
索
語
と
し
て
「
記
事
検
索
」

を
行
っ
て
得
ら
れ
た
使
用
状
況
で
あ
る
（
使
用
規
定
に
よ

り
相
模
女
子
大
学
附
属
図
書
館
館
員
に
よ
る
代
行
検
索
）。

（
３
） 

毎
日
新
聞
の
コ
ラ
ム
「
校
閲
イ
ン
サ
イ
ド
『
読
め
ば
読

む
ほ
ど
（
食
事
療
法
？
食
餌
療
法
？
）』」（
二
〇
〇
一
年

一
〇
月
二
三
日
29
面
）
の
全
文
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

糖
尿
病
や
腎
臓
病
な
ど
の
治
療
の
一
環
に
「
し
ょ
く
じ

療
法
」
が
あ
り
ま
す
。
昔
は
「
食
餌
療
法
」
と
書
き
ま
し

た
が
、「
餌
」
が
常
用
漢
字
に
な
い
た
め
、
新
聞
は
「
食

事
療
法
」
と
書
く
の
が
ル
ー
ル
に
な
っ
て
い
ま
す
。
／
毎

日
新
聞
は
99
年
５
月
か
ら
「
餌
」
を
「
え
」「
え
さ
」
と

訓
読
み
す
る
場
合
は
使
っ
て
い
ま
す
が
、音
読
み
の
「
ジ
」

も
認
め
た
ら
ど
う
か
と
い
う
議
論
に
な
り
ま
し
た
。
／
―

「
ジ
」
と
読
め
る
な
ら
本
来
の
「
食
餌
療
法
」
と
書
く
べ

き
だ
。
／
―
い
や
、「
食
事
療
法
」
は
定
着
し
て
い
る
。

餌
で
は
動
物
の
エ
サ
の
よ
う
で
不
快
感
を
与
え
る
。「
食

事
療
法
」
そ
の
も
の
を
新
し
い
表
記
と
し
て
認
め
て
は

ど
う
か
。
／
頼
り
の
国
語
辞
典
は
、
と
手
近
の
10
種
ほ
ど

を
見
る
と
「
食
餌
療
法
」
が
圧
倒
的
に
多
数
派
で
、
両
者

併
記
が
２
種
。「
食
事
療
法
」
の
み
は
皆
無
で
し
た
。
で

も
強
い
味
方
を
見
つ
け
ま
し
た
。「
医
学
大
辞
典
」（
南
山

堂
）、「
最
新
家
庭
の
医
学
」（
時
事
通
信
社
）が
と
も
に「
食

事
療
法
」
を
採
用
し
て
い
る
の
で
す
。
／
も
と
も
と
「
食

餌
」
は
「
食
べ
物
」
の
こ
と
で
、
人
に
も
動
物
に
も
区
別

し
な
い
で
使
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。
で
も
、
治
療
の
た

め
に
、
好
き
な
「
食
事
」
を
制
限
さ
れ
て
い
る
患
者
さ
ん

に
と
っ
て
、「
食
餌
」
は
あ
ま
り
に
も
味
気
な
い
文
字
づ

か
い
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。「
食
餌
」
と
「
食
事
」
を

区
別
し
て
使
う
理
由
も
見
当
た
り
ま
せ
ん
。「
食
事
療
法
」

が
、
国
語
辞
典
で
も
多
数
派
に
な
る
日
は
近
い
と
確
信
し

て
い
ま
す
。【
松
崎
仁
紀
】

【
参
考
文
献
】

伊
坂
淳
一
（
二
〇
一
六
）『
新
こ
こ
か
ら
始
ま
る
日
本
語
学
』

ひ
つ
じ
書
房
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し
た
が
っ
て
、
今
後
「
食
餌
療
法
」
が
再
び
常
用
さ
れ
る
よ
う

に
な
る
た
め
に
は
、「
餌
」
の
字
に
お
い
て
意
味
基
底
「
た
べ
も

の
」
が
働
く
よ
う
に
な
る
こ
と
が
不
可
欠
で
、
そ
れ
な
し
に
は
使

用
の
活
性
化
は
お
ぼ
つ
か
な
い
で
あ
ろ
う
。「
改
定
常
用
漢
字
表
」

で
表
外
漢
字
が
表
内
漢
字
に
戻
っ
て
も
、
変
容
し
て
し
ま
っ
た
漢

字
の
意
味
基
底
と
そ
の
発
動
の
仕
組
み
が
戻
ら
な
い
と
、
使
用
状

況
は
変
わ
ら
な
い
場
合
が
あ
る
。「
食
餌
療
法
」
は
そ
の
一
例
で

あ
っ
た
。

「
当
用
漢
字
表
」
や
「
常
用
漢
字
表
」
は
用
字
に
影
響
を
与
え

る
も
の
と
考
え
ら
れ
が
ち
で
あ
る
が
、
そ
れ
の
み
な
ら
ず
、
漢
字

の
意
味
基
底
に
も
影
響
を
及
ぼ
す
の
で
あ
る
。（
了
）

【
注
】

（
１
） 

《
Ａ
》
は
、
筆
者
が
各
新
聞
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
、「
食
餌
療

法
」「
食
事
療
法
」
を
検
索
語
と
し
て
「
見
出
し
検
索
」

を
し
、
そ
の
後
、
紙
面
を
確
認
し
て
得
ら
れ
た
使
用
状

況
で
あ
る
。「
見
出
し
検
索
」
と
は
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で

「
キ
ー
ワ
ー
ド
」
や
「
分
類
」
を
含
め
な
い
「
見
出
し
」

の
み
を
検
索
対
象
と
し
て
指
定
す
る
方
法
で
あ
る
。
見
出

し
の
つ
い
た
各
記
事
・
広
告
に
は
検
索
語
「
食
餌
療
法
」

「
食
事
療
法
」
が
複
数
回
現
れ
る
こ
と
か
ら
、
各
語
の
延　

べ
語
数
は
、
本
文
中
で
結
果
と
し
て
示
し
た
件
数
の
数
字

よ
り
も
多
い
こ
と
に
な
る
。
広
告
は
、
同
内
容
で
も
日
時

が
異
な
っ
て
い
れ
ば
各
々
数
え
あ
げ
た
。
た
と
え
ば
昨
日

今
日
で
同
じ
広
告
が
出
た
場
合
は
２
件
と
な
る
。
な
お
、

「
ヨ
ミ
ダ
ス
歴
史
館
」
で
は
、
次
の
よ
う
な
対
象
外
資
料

も
抽
出
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
検
索
初
期
数
値
は
異
な
っ
た

も
の
が
出
る
。
そ
の
値
を
掲
載
面
で
実
態
を
確
認
し
修
正

し
た
値
が
本
文
の
数
値
で
あ
る
。

〇
検
索
語
「
食
餌
療
法
」
で
抽
出
さ
れ
る
対
象
外
資
料
の

見
出
し
と
掲
載
面
の
実
態
（
矢
印
の
先
）

・
一
九
〇
五
・
三
・
七
朝
刊
「
隣
の
噂
（
中
略
）
食
餌
療

法
」
↓
そ
の
主
旨
な
が
ら
検
索
語
な
し
。

・
一
九
三
三
・
一
〇
・
四
朝
刊
「
無
塩
食
餌
療
法
」
↓｢

無

塩
食
治
療
法｣

（
誤
植
。
次
回
で
は
「
食
餌
」）

・
一
九
六
五
・
一
一
・
一
五
朝
刊
「
日
本
式
食
餌
療
法
」

↓
見
出
し｢

食
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れ
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・
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し
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『
代
用
字
表
記
語
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容
の
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例
と
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て
―
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国
語
語
彙
史
の
研
究
』
三
十
八　

国
語
語
彙
史
研

究
会

林
四
郎
（
一
九
八
一
）「
漢
語
基
底
語
考
」『
文
芸
言
語
研
究
言

語
篇
』
五　

筑
波
大
学
文
芸
・
言
語
学
系

林
四
郎（
一
九
九
五
）「
音
と
訓
と
意
味
基
底
を
め
ぐ
っ
て
」『
日

本
の
漢
字
・
中
国
の
漢
字
』
三
省
堂
（
一
三
二
〜
一
三
五

ペ
ー
ジ
）

〈
新
聞
社
等
の
用
語
集
〉

毎
日
新
聞
社
編
（
二
〇
一
五
）『【
Ｐ
Ｏ
Ｄ
版
】
毎
日
新
聞
用
語

集
』

日
本
経
済
新
聞
社
編
（
二
〇
一
六
年
）『
Ｎ
Ｉ
Ｋ
Ｋ
Ｅ
Ｉ
用
語

の
手
引　

２
０
１
７
年
版
』

読
売
新
聞
社
編
著
（
二
〇
一
七
）『
読
売
新
聞　

用
字
用
語
の

手
引　

第
５
版
』

朝
日
新
聞
社
用
語
幹
事
編
（
二
〇
一
五
）『
朝
日
新
聞
の
用
語

の
手
引
﹇
新
版
﹈』

日
本
新
聞
協
会
（
二
〇
〇
七
）『
新
聞
用
語
集　

２
０
０
７
年

版
』

時
事
通
信
社
編
著
（
二
〇
一
六
）『
最
新　

用
字
用
語
ブ
ッ
ク

﹇
第
７
版
﹈』

産
経
新
聞
社
（
二
〇
一
二
）『
産
経
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク　

平
成
24
年

版
』

共
同
通
信
社
編
（
二
〇
一
六
）『
記
者
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク　

第
13
版　

新
聞
用
字
用
語
集
』

【
付
記
】

本
稿
は
、
第
一
二
一
回
国
語
語
彙
史
研
究
会
（
平
成
三
一
年
四

月
二
七
日
）
で
「
漢
語
に
お
け
る
意
味
基
底
の
変
化
―
『
食
餌
療

法
」
を
例
に
―
」
と
題
し
て
口
頭
発
表
し
た
際
の
原
稿
を
も
と
に

し
て
新
た
に
稿
を
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
発
表
当
日
の
質
疑
応
答

で
は
貴
重
な
御
教
示
を
賜
っ
た
。
記
し
て
お
礼
を
申
し
上
げ
る
と

と
も
に
、
そ
の
御
教
示
を
十
分
に
反
映
で
き
て
い
な
い
点
に
つ
い

て
は
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
新
聞
社
等
の
用
語
集
に
つ
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い
て
は
、
日
本
経
済
新
聞
社
の
小
林
肇
氏
に
資
料
と
ご
教
示
を
い

た
だ
い
た
。
国
立
国
語
研
究
所
の
「
中
納
言
」
に
よ
る
検
索
に
つ

い
て
は
、
国
立
国
語
研
究
所
の
間
淵
洋
子
氏
に
ご
教
示
い
た
だ
い

た
。
朝
日
新
聞
記
事
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
、
読
売
新
聞
記
事
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
、
日
経
テ
レ
コ
ン
21
を
利
用
し
て
の
調
査
に
つ
い
て
は
、

相
模
女
子
大
学
附
属
図
書
館
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
に
お
世
話
に
な
っ

た
。
以
上
に
つ
い
て
も
記
し
て
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
な
お
、

用
例
検
索
に
は
国
立
国
語
研
究
の
オ
ン
ラ
イ
ン
検
索
ツ
ー
ル
「
中

納
言
」
を
用
い
て
『
日
本
語
歴
史
コ
ー
パ
ス　

明
治
・
大
正
編
』

も
使
用
し
た
の
で
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
ご
利
用
に
あ
た
っ
て
」

の
指
示
に
従
い
以
下
を
記
す
。
国
立
国
語
研
究
所
（2019

）『
日

本
語
歴
史
コ
ー
パ
ス　

明
治
・
大
正
編
Ⅰ
雑
誌
』（
短
単
位
デ
ー

タ 1.2

）https://pj.ninjal.ac.jp/corpus_center/chj/m
eiji_

taisho.htm
l#zasshi

（
本
学
教
授
）
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